
 

おしゃれで、かわいい室内園芸装飾 「ハイドロカルチャー」 

   

  ９月１１日（金）１限 植物科学科 3年 「生物活用」で“ハイドロカルチャー”を製作しました。 

 ハイドロカルチャーは、水耕栽培。有機物を用土に含めず、臭いもなく衛生的。どこでも好きな所に 

置けます。事前に作成した計画案を基に、器と用土と植物の調和を活用場面に重ねて作りました。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・器に電球を選び、光をイメージして黄色と白のサンドでおしゃれ感を出したいと思いました。家族が集まる場

所で、安らぎを与えたいです。T,N 

・朝起きた時に、家族みんなが爽やかな気持ちになれることを考え、組み合わせてみました。K,M 

・おしゃれなミニガーデンで、疲れをとる効果を期待しました。N,K 

・タイトルは「チャーリー」と「リチャード」。器と植物で自然感を出したかった。リラックス効果を期待した。A,K 

・タイトルは「STRONG」 これを見て、“元気に！”の意味。根の土を落としたり、根が隠れるようにしたり植え 

付けるのに苦労したが、楽しくできた。家に帰ったら、母にプレゼントします。C,W 

・「一本の木」がタイトル。大きい葉が、緑を強く感じる。好きなピンクとの調和を考えた。 

勉強に疲れたときに、行き詰まったときに効果を期待する。レカトンの量と白との配色に気を付けた。M,O 

・「幸福感」、「安心感」をもたらすハイドロカルチャー。エケベリアをストーンとサンドの層に組み合わせました。M,S 

・イメージした効果は「心を落ち着かせる」。家族が台所で見て、疲れた心を癒して欲しいです。A,F 

・「夏の海」がタイトル。気分の向上、ストレス緩和の効果になるようビーチにヤシの木をイメージしました。M,I 

・和風にリラックス効果を期待しました。サボテンと湯呑みを主役にしました。K,I 

・暑くて嫌になる中、家の中にあえて砂漠です。その中に、オアシスをイメージしました。 

フィットニアは、太陽。パキラは、ヤシの実。黄色の砂で砂漠。ピンクと青で、熱とオアシス。M,A 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

・「家の中にハワイ」暑い日が続いても、暑くても楽しいよ。という表現にしたいです。青と黄の用土で 

海と砂それにパキラを組合せます。家族全員を意識して温かさと涼しさが感じられるようにしました。K,O 

・玄関に置き、明るくします。緑の飾り。K,S 

「フルーティーローズ」リラックス元気爽やかになりたい時、ラベンダー、レモングラスで自立神経を超刺激 M,I 

・自然をイメージして、あえて白とグレーで落ち着いた感じに緑を加えてみました。年中飾れて、癒される 

インテリアにしたいです。K,T 

・暑さをグレーと白の砂で表現しました。それをシマシマで透明な取っ手付き器に入れ、青いレカトンを加 

えて夏らしさをイメージする作品としました。玄関に置き、暑い夏を乗り越える涼しさに、癒し効果を 

感じられると思う。Y,A 

・「日が沈む海」をイメージしてみました。パキラに、青と白、ピンクのレカトンで感じを出しました。I,I 

・テーブルヤシに、白とグレーのストーン。ピンクと白の砂を使い、四角形の容器に入れました。癒されたいで

す。W,F 

・「サボテンの管理は、サボって OK！」部屋のワンポイントとなる配色を意識しました。Y,I 

・カラフルな常夏をイメージしました。ピンクと白を中心にして、夏の暑さ、にぎやかさを表現しました。R,K 

 


